
【概要】

本推奨規格は、宇宙機の追跡運用を支援する際に利用する相互支援トランスファーサービス（Cross Support Transfer Service：CSTS）を

規格化する上で必要となる論理構成を定めている。
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【内容】

CSTSは、地上エレメント間でテレメトリ・コマンドデータ、追跡データ、

追跡サービス監視データなどの追跡支援関連データをアクセス制御

された手段で確実に転送するためのサービスである。

本推奨規格は、さまざまな宇宙機関が所有する地上局や地上デー

タ処理システムと、宇宙機のデータや監視/制御情報の生成者や

ユーザとの間の相互運用性を確保するための規格である。CSTS規

定フレームワークの概要を第2章に、CSTSで利用する共通運用を第

3章に、CSTSの手順を第4章に規定している。

CSTSでは数種の基本パターンを採用しているため、異なるデータ

毎の要求事項に対応させる必要がなく、サービスの規定・実装・運用

が簡易となる。


